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報道関係 各位 

 

武蔵野美術⼤学がスタートアップ創出⽀援事業として実施するビジネスデザイン
アワード「MAU SOCIAL IMPACT AWARD」の受賞者が決定！ 

 

武蔵野美術⼤学（所在地：東京都⼩平市/学⻑：樺⼭祐和 以下、本学）は、スタートアップ創出⽀援事

業「武蔵野美術⼤学実験区」の取り組みの⼀環として、社会にインパクトを与える新たな事業を創り出す

美⼤⽣を発掘するビジネスデザインアワード「MAU SOCIAL IMPACT AWARD」を実施。第 1 回⽬となる

今年の受賞者が決定いたしました。 

 

■武蔵野美術⼤学実験区について 

武蔵野美術⼤学実験区は、造形教育を通じて得たクリエイターシップ（※）を持つ武蔵野美術⼤学の学⽣

と他分野の学⽣や社会⼈をつなぐことで化学反応を起こし、描いたビジョンを、クリエイティブとビジネ

スの⼿法を⽤いて社会実装するのが特徴の創業⽀援プログラムです。 

「美⼤にしかできない、創業の場づくり」を掲げ、企業や他⼤学との連携を積極的に推進し、様々なバッ

クグランドを持つ者同⼠で対話を重ね、新たな事業の創出を⽬指します。 

また、本取り組みは、東京都のスタートアップ⽀援事業の⼀つである「⼤学発スタートアップ創出⽀援事

業」として実施しています。 

※ 武 蔵 野 美 術 ⼤ 学 が 創 業 ⽀ 援 プ ロ グ ラ ム で 掲 げ る 、 よ い も の づ く り で 世 の 中 に 貢 献 す る た め に 鍛 錬 し 続 け る “ク ラ フ ト マ ン シ ッ プ ”

と 、 起 業 家 精 神 で あ る “ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ ”を 掛 け 合 わ せ た コ ン セ プ ト  

 

■「⼤学発スタートアップ創出⽀援事業」について 

東京都は、2022 年 11⽉にスタートアップ戦略「Global Innovation with STARTUPS」を策定しました。

その取組の⼀つとして、知の拠点である⼤学が集積する東京の強みを活かし、⼤学等の優れた研究シーズ



 

やアイデアの事業化を促進する本事業が今年度新たに開始されました。本事業では、東京都とコーディネ

ーターが連携し、⼤学発スタートアップの創出に向けた各種取組に対して、経費⽀援及び⺠間アクセラレ

ーター等とのマッチング、学内の体制整備に向けたコンサルティング等伴⾛⽀援が⾏われます。なお、本

事業には「事業化促進型」と「環境構築型」があり、本学は参画⼤学で唯⼀の「環境構築型」として採択

されました。 

（ https://www.startupandglobalfinancialcity.metro.tokyo.lg.jp/startup/initiatives/university-startup-

support） 

 

■「MAU SOCIAL IMPACT AWARD」開催の流れについて 

 

今年が初開催の「MAU SOCIAL IMPACT AWARD」には、武蔵野美術⼤学の学⽣をはじめ、他⼤学の学⽣

や社会⼈、⾼校⽣など 64 組がエントリー。 

書類選考を通過した 42 組（約 80 名）を対象に、最終プレゼンテーションに参加するファイナリストを選

出するワークショップ形式の⼀次選考会を鷹の台キャンパスで実施。 

15 組が⼀次選考を通過し、A・B ⽇程の 2 グループに別れ、活動資⾦や活動拠点の提供、チームを担当す

るマネージャーからのメンタリングを受けながら活動を開始。 

A・B ⽇程それぞれの最終プレゼンテーションを実施し、グランプリ、準グランプリをはじめ、企業が選ぶ

特別賞の受賞者が決定。 

グランプリ、準グランプリを受賞またはマネージャーからの推薦を受けたチーム７組が次のステージであ

るアクセラレーションプログラムに進み、アイデアの社会実装を試みる。 

12 ⽉中旬にその成果を発表するデモデイを実施予定。 



 

 
初開催となる「MAU SOCIAL IMPACT AWARD」には、64 組がエントリー。 

書類選考を通過した 42 組（約 80 名）を対象に、ワークショップ形式の⼀次選考会を実施 

 

 
15 組が⼀次選考を通過し、A・B ⽇程の 2 グループに別れ最終プレゼンに向け活動を開始 

 
A ⽇程最終プレゼンテーションの様⼦  



 

B ⽇程最終プレゼンテーションでのポスターセッションの様⼦  

 

■受賞者について 

〈A ⽇程〉  

【グランプリ】  

『Academimic 〜研究活動の情緒的価値化サービス〜』  

浅井  順也（会社員）、⼤⽥  菜緒（武蔵野美術⼤学⼤学院クリエイティブリーダーシップコース１年） 

 

【準グランプリ】  

『#FFFusion 〜⼤⽥区のクリエイターと⼯場をつなぐプラットフォーム〜』  

瀧原  慧（Counterpoint 代表/城南⼯業株式会社 営業）、河  俊光（プロダクトデザイナー）、 

安⾥  太樹（武蔵野美術⼤学 クリエイティブイノベーション学科 4 年） 

 

【準グランプリ】  

『のびしろ荘  〜⼀緒に育てる CO 商いの実験場〜』  

安島  裕⼤（国際基督教⼤学 教養学部 4 年）、⽯岡  祐太郎（慶應義塾⼤学 経済学部 4 年）、川野 絢⼦（武

蔵野美術⼤学 空間演出デザイン学科４年） 

 

【特別賞】  

・ラナデザイン賞 

『#FFFusion 〜⼤⽥区のクリエイターと⼯場をつなぐプラットフォーム〜』  

 

・リクルート賞 

『のびしろ荘  〜⼀緒に育てる CO 商いの実験場〜』  

 

・リコー賞 

『「つくる」ちびお化け⼯房  〜正解のない「お化け」をつくる体験〜』  



 

吉岡  花野（武蔵野美術⼤学 クリエイティブイノベーション学科 4 年）、⽒家  翔⼤（東京⼯業⼤学 情報

通信系修⼠ 2 年）、⾼  ⿓叡（東京⼯業⼤学 融合理⼯学系修⼠ 2 年）、松井  ⼀樹（東京⼯業⼤学 融合理⼯

学系修⼠ 2 年） 

 

・セブン銀⾏賞 

『Academimic 〜研究活動の情緒的価値化サービス〜』  

 

A ⽇程グランプリは、研究活動の情緒的価値化サービス『Academimic』を提案した、浅井  順也（株式会

社アラヤ）、⼤⽥  菜緒（武蔵野美術⼤学⼤学院クリエイティブリーダーシップコース１年）のチームが受

賞 

 

「MAU SOCIAL IMPACT AWARD」に賛同する企業による特別賞の表彰。A ⽇程には株式会社ラナデザイ

ンアソシエイツ、株式会社リクルート、株式会社リコー、株式会社セブン銀⾏。B ⽇程には住友商事株式

会社、GMO メディア株式会社、株式会社グッドパッチが参加  

 

 



 

〈B ⽇程〉  

【グランプリ】  

『万⾷旗  〜ご褒美として⾷べる⾮常⾷〜』  

坂本 真唯（武蔵野美術⼤学 クリエイティブイノベーション学科 3 年）、佐々⽊  遼太（⽴教⼤学 観光学

部 4 年）、岸⽥  和佳奈（武蔵野美術⼤学 クリエティブイノベーション学科 3 年）、⽯⽥  健治（武蔵野美

術⼤学 基礎デザイン学科 3 年） 

 

【準グランプリ】  

『刑務所はなくなるの？  〜刑務所のこれから・そのあとをデザインする〜』  

⼤塚  裕介（北海道芸術デザイン専⾨学校教員・⼀級建築⼠）、安⾥  太樹（武蔵野美術⼤学 クリエイティ

ブ イノベー シ ョ ン 学科４年 ）、酒井  ひか る （ 武 蔵 野 美 術 ⼤ 学  ク リ エ イ テ ィ ブ イノベー シ ョ ン 学科４年 ）、

⼩野⽥  ももの（武蔵野美術⼤学 クリエイティブイノベーション学科 3 年） 

 

【準グランプリ】  

『超電⼦⼯作  〜野⽣のプロトタイピング〜』  

吉松  駿平（京セラ株式会社）、柚⽊  信寿（武蔵野美術⼤学 クリエイティブイノベーション学科 3 年） 

 

【特別賞】  

・住友商事賞 

『予防⻭科をもっと⾝近に。夢を追いかける⼈の健康をサポートする。』  

仲野 由貴⼦（慶應義塾⼤学⼤学院健康マネジメント研究科博⼠課程 2 年）、松本 楓（武蔵野美術⼤学 基

礎デザイン学科 1 年） 

 

・GMO メディア賞 

『万⾷旗  〜ご褒美として⾷べる⾮常⾷〜』  

 

・グッドパッチ・ReDesigner for Student 賞 

『刑務所はなくなるの？  〜刑務所のこれから・そのあとをデザインする〜』  

 



 

 

B ⽇程グランプリは、ご褒美として⾷べる⾮常⾷『万⾷旗』を提案した、坂本 真唯（武蔵野美術⼤学 ク

リエイティブイノベーション学科 3 年）、佐々⽊  遼太（⽴教⼤学 観光学部 4 年）、岸⽥  和佳奈（武蔵野

美術⼤学 クリエティブイノベーション学科 3 年）、⽯⽥  健治（武蔵野美術⼤学 基礎デザイン学科 3 年）

のチームが受賞 

 

〈本件に関するお問い合わせ先〉  

武蔵野美術⼤学 市ヶ⾕キャンパス事務室  

ichigaya_campus@musabi.ac.jp 

 


